
２ 学校改善プラン（芦別小学校第６学年）
令和7年8月～令和8年４月

２．令和７年度学力・学習状況調査の結果概要（学力）

③児童質問紙で、「学校に行くのは楽しい」と回答する子が90％以上。

○

○
○ ○ □「早寝早起き朝ごはん」など規則正しい生活習慣の定着を呼び掛ける。

□ゲームをする時間等に関するルールを各家庭で決めるよう呼び掛ける。
○ ○ □目安の時間を意識した家庭学習習慣の確立を呼び掛ける。

◆国語

◆算数

◆理科

３．令和７年度学力・学習状況調査の結果概要（児童質問紙）
学習について  「芦別スタンダード」及びICTの活用

全国 79 全国 54 全国 87 全国 87
全国 83 全国 80 本校 85 本校 40 本校 90 本校 90
本校 90 本校 85

全国 25 全国 47 全国 83 全国 97
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①全国学力・学習調査、CRTの国語・算数ともに全国平均以上。

②児童質問紙で、「毎日の家庭での学習時間1時間以上」と回答する子が60％以上。

具体的な改善策
①学校における授業改善

□「まなびタイム(自律学習)」を推進し、学習に対する主体性を育む。
□算数において、既習内容(前学年までの学習内容)の復習を重点的に行う。
□ICT等を活用し、記述力を高める学習活動を進める。

②地域・家庭との連携

②休日の勉強時間（１時間以上） ②将来の夢や目標を持っている ②いじめは絶対いけない

①国語の授業内容がよく分かる ①授業で、課題解決に向けて、自分で考え、自分か
ら取り組んでいる

学習した内容について、分かった点やよくわ
からない点を見直し、次の学習につなげている

①普段の勉強時間（１時間以上） ①自分には良いところがある ①学校へ行くのは楽しい

②算数の授業内容がよく分かる ②授業で、話し合う活動を通して、自分の考
えを深め、広げている

④授業でタブレットを毎日使用している（複数
の授業時間で）

「知識・技能」を問う問題（選択式）での正答率が低いことから全ての領域においての知識・
技能の理解と定着を進める必要がある。

       ◇相当高い（相当低い）  … ±７以上

豊かな心の育成  学校生活

記述式問題の正答率が低い。特に自分の考えを明確に述べる力が十分に育っていないと考えら
れる。情報を関係付けし，自分の言葉で表現する力の向上が重要な課題である。

◇同様          … ±１ポイント未満

◇ほぼ同様（高い・低い） … ±１以上～３未満

図形の性質に関する理解や分割して面積を求める力、分数の概念や異分母の加法が十分に身に
付いていないと考えられる。また、記述力が課題だと考えられる。

◇やや高い（やや低い） … ±３以上～５未満

◇高い（低い） … ±５以上～７未満

□□分析結果□□ ≪基準～全国の正答率との差≫

相当低い ○ ○○ ○ ○
○

やや低い
低い

やや高い ○

ほぼ同様（下位） ○ ○

ほぼ同様（上位）
同様 ○
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家庭学習の習慣化
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児童質問紙分析結果
■児童にWell-beingが育まれている傾向が見られる。
■規則正しい生活を送っている傾向が見られる。就寝時刻の乱れが少し見られる。
■勉強時間が目安の時間より短い傾向が見られる。
■算数を苦手としている子が多い傾向が見られる。
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２ 学校改善プラン（上芦別小学校第６学年）
令和７年８月～令和８年４月

２．令和７年度学力・学習状況調査の結果概要（学力）

〇 〇 具体的な改善策
〇 ①授業づくり～指導方法等の工夫改善

〇 〇 〇

〇
②環境づくり～授業以外の学習の機会や時間の充実

〇

◆国語 ③習慣づくり～自ら学習する習慣、生活リズム

◆算数

 ◆理科             ◇相当高い（相当低い）  … ±７以上

３．令和７年度学力・学習状況調査の結果概要（児童質問紙） ※「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」の合計

学習について  「芦別スタンダード」及びＩＣＴの活用

全国79 全国 全国 54 全国 87 全国 87
全国 83 全国80 本校88 本校 本校 13 本校 88 本校 100
本校 ## 本校88

全国25 全国 全国 47 全国 83 全国 97
全国 78 全国85 本校38 本校 本校 13 本校 75 本校 100
本校 88 本校##

〇
〇

〇

相当高い
高い
やや高い

ほぼ同様（上位）
同様

ほぼ同様（下位）
やや低い
低い
相当低い

〇 〇
〇

②算数の授業内容がよく分かる

①国語の授業内容がよく分かる ①授業で、課題解決に向けて、自分で考
え、自分から取り組んでいる

≪基準～全国の正答率との差≫

①普段の勉強時間（１時間以上）

②休日の勉強時間（１時間以上）

            ◇同様          … ±１ポイント未満

            ◇ほぼ同様（高い・低い） … ±１以上～３未満

            ◇やや高い（やや低い） … ±３以上～５未満

            ◇高い（低い） … ±５以上～７未満

全国の平均正答率とほぼ同様（上位）だった。領域別では、「地球」が全国より相当高かったが、「生命」領域
が全国より相当低かった。

全体的に、全国の平均正答率より高かった。領域別では、「数と計算」「図形」「測定」が全国より相当高かっ
た。

全国の平均正答率より高かった。領域別では、「情報の扱い方」と「書くこと」が全国より相当高かったが、
「読むこと」が全国よりやや低かった。

□□分析結果□□

②将来の夢や目標を持っている ②いじめは絶対いけない

豊かな心の育成  学校生活
①自分にはよいところがある ①学校へ行くのは楽しい

家庭学習の習慣化

②授業で、話し合う活動を通して、自分の
考えを深め、広げている

④授業でタブレットを毎日使用している(複数時間)

学習した内容について、分かった点やよく分からな
い点を見直し、次の学習につなげている
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基礎的・基本的な知識・技能の習得に向けて
・全国学力・学習調査・CRTの国語・算数ともに全国平均以上。
・毎日の家庭学習の習慣化（学年×１０分+１０分）８０％以上
・漢字検定、算数検定受検者８０％以上
・アンケートで「読書は好きです」と回答する児童が８０％以上
②豊かな心の育成に向けて
・アンケートで「将来の夢や目標を持っている」と回答する児童８０％以上

・芦別スタンダードを基本にしつつ、校内研修のテーマである「協働を通じ、自己の考えを広
げ深める子どもたちの育成」を進める。
・ICT活用スキルを発達段階も考慮しながら系統的に伸ばしていく。
・授業で「読む力」を土台とし、言葉で表現する力（書く力・話す力）を育成する。
・将来の夢や目標につながるように「キャリア教育」意識した授業づくりを進める。

・基礎・基本の定着に重点を置き、パワプロ週間、上小っ子ドリル等を推進する。
・発達段階に応じながら、端末の持ち帰りと学習アプリの運用を進める。
・長期休業中の学習サポートや放課後学習等を継続する。

・授業の振り返りを家庭学習に生かす指導を継続的に進める。
・各種調査結果等を保護者と共有し、家庭における学習習慣（AIドリル等の活用）や生活リズ
ムの確立を促す。
・朝読書、ブックトーク、市立図書館との連携等により読書習慣づくりを進める。
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３．令和7年度学力・学習状況調査の結果概要（生徒質問紙） ※「当てはまる」「どちらと言えば 当てはまる」の合計

学習について

全国 73 全国 62 全国 86 86
全国 91 全国 78 本校 75 本校 56 本校 74 74
本校 77 本校 82

全国 30 全国 58 全国 68 96
全国 70 全国 85 本校 79 本校 67 本校 58 97
本校 67 本校 91

全国
本校

①国語の授業内容がよく分かる

②数学の授業内容がよく分かる

豊かな心の育成

①自分にはよいところがある

②将来の夢や目標を持っている

家庭学習の習慣化
①普段の勉強時間（１時間以上）

学校生活

全国
本校

①学校へ行くのは楽しい

②いじめは絶対いけない①土日の勉強時間（１時間以上）

学習した内容について、分かった点やよく分からな
い点を見直し、次の学習につなげている

④授業でタブレットを毎日使用している(複数の
授業時間で)

「芦別スタンダード」及びＩＣＴの活用
①授業で、課題解決に向けて、自分で考
え、自分から取り組んでいる

②授業で、話し合う活動を通して、自分の
考えを深め、広げている
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